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ISO14001入門

1. 事業活動と環境問題

2. ISO14001とは

3. システム構築手順

4. 私たちは社員は何をしなければならないか

（平成建設株式会社の例）

2008年3月

西村経営支援事務所 作成
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1. 事業活動と環境問題

環境とは

組織の活動をとりまくもの

大気、水質、土地、天然資源、植物、動物、人

および、その相互作用が対象

（ＩＳＯの定義）
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環境にやさしいとは・・！

日本における環境問題の推移（安井先生のHPより）

4

地球シュミレーション
（平均温度4℃上昇したとき）

上昇温度に伴う被害予測

出展：地球環境フロンティア
研究センター

出展：日刊温暖化新聞

地球温暖化は何℃まで？
リスクの程度
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科学者からの国民への緊急メッセージ

• 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第４次評価報告書

⇒気候変化における人為的原因が再確認された。

• 「低炭素社会の実現」という目標を共有し行動しよう。

• 産業は、生産活動を通じて温室効果ガスを削減するだけでは
なく、製品やサービスの改善によって温室効果ガスの削減に貢
献することができる。

• 今、行動を開始すれば、子どもたちと人類の未来を守ることが
できる。

2007年2月2日

地球温暖化に対するメッセージ

6

地球温暖化に対するメッセージ

CO2排出量70％削

減は、エネルギー
需要の40～45％削

減とエネルギー供
給の低炭素化に
よって可能

2007年2月15日

環境省「2050日本
低炭素社会プロ
ジェクトチーム」
中間報告
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2. ISO14001とは環境マネジメントシステムとは

環境マネジメント（経営）システムの国際規格

• 省資源、省エネルギー、廃棄物の削減
⇒ 事業の生産性を向上させる

環境経営＝環境に配慮した経営

◆環境と経営の調和を目指す

• 顧客・取引先・地域社会とのコミュニケーション
⇒ 事業活動・製品・サービスでの環境配慮

⇒ 信頼の向上・売上の増加

コストの低減

グリーンマーケティング
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環境マネジメントシステム

定義

全体的なマネジメントシステムの一部で、
環境方針を策定し、実施し、環境側面を
管理するため用いられるもの

ISO14001 3.8

マネジメントシステムとは

命令ではなく社員が方針を理解し、自立的に行
動する組織運営

ＩＳＯ14001＝環境マネジメントシステムの規格
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ISO14001のねらいは結果として環境パフォーマンス
（例えば炭酸ガス排出量）を継続的に改善すること

Plan
•What to do?
•How to do it?

Do
•Do what was
planned

Check
• Did things happen
according to plan?

Act
•How to improve
next time?

方針・全社の中期目標・

部門別階層別の目標と改善活動計画

構成員全員の認識と
部門別階層別の改善活動計画書が必要。

構成員の教育・訓練

改善活動計画の実施

点検

・目標の達成見込み

・実施状況の確認

・内部監査

レビュー

・全年度の結果

・方針、目標の見直し

10

エネルギー

材料・機材

大気へ
の放出 騒音 光の放射

廃棄物

成果品

排水 漏洩 生態系への影響

製
造
・
輸
送

使用

廃棄

地域環境への影響

地球環境への影響

地域環境への影響

成果品の開発・販売
現場工事・サービス

インプット

アウトプット

アウトプット

アウトプット

サービス

水

地球環境への影響
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環境側面とは

有益か有害かを問わず、全体的に又は部分的に組織の活動、
製品及びサービスから生ずる、環境に対するあらゆる変化

● 環境影響

環境側面： 排気ガスの放出

環境影響： 地球温暖化

● 環境側面

環境と相互に影響しうる組織の

活動、製品及びサービスの要素

12

3.環境マネジメントシステムの構築手順

全体の

流れ

環境マニュアルの作成
著しい環境側面に関する手順書の作成
緊急事態対応訓練の手順書の作成
教育訓練計画

4月～6月計画 後半

（ステージ1審査）
監視・測定結果データのまとめ
マネジメントレビュー
是正処置・予防処置
（ステージ2審査）

6月～8月点検・審査

全構成員への教育訓練
内部監査員養成
内部監査の実施とフォロー

5月～7月実施

導入教育
ISO14001規格要求事項の理解
環境負荷の自己チェック
環境法規制等の取りまとめ
環境側面の特定と著しい環境側面の決定
環境方針／中期目標／部門目標
実施計画書の作成

2月～4月計画 前半

内 容月（案）フェーズ
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取組の流れ

点

検

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

責
任
者
の
任
命

著しい
環境側面

実
施
計
画

目
標

目
的

方
針

マ
ニ
ュ
ア
ル

文
書
化
さ
れ
た

手
順

手

順

帳
票

苦
情

法
規
制

Ｐ

ＤＣ

Ａ

改善

管理

14

経
営
情
報

環
境
情
報

情報転換

事 例
《光熱水費》

・電気料金
・ガス料金
・ガソリン代
・上下水道料金
・その他

《資材・消耗品費》
・金属類
・ダンボール
・プラスチック類
・化学品類，他

《廃棄物処理費》
《苦情・要望》

事 例

《二酸化炭素発生
量》
《廃棄物発生量》
《総排水量》
《化学物質排出量》
《騒音・振動・悪臭》

環境負荷の把握

取組状況の改善

計画 その1 環境負荷の把握
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計画 その2 環境方針の制定

環境方針は次の事項を考慮する 14004 ４．１項

環境方針

組織の使命、ビジョン、中
心的価値及び信条

継続的改善

汚染の予防

他の組織方針
（例 品質、コスト、安全）

利害関係者の要求事項及
び、コミュニケーション

指導原則

地方又は地域の条件

法的要求事項及び組織が同
意するその他の要求事項を
順守するコミットメント

16

計画 その3 環境法規制の調査

○

○

○

事務
所

○再生資源利用省令

○指定副産物利用促
進省令

○建設リサイクル法

○容器包装リサイク
ル法

○家電リサイクル法

○廃PCB処理法

○大気汚染防止法

○フロン回収破壊法

○○建築基準法

○労働安全衛生法

○廃棄物処理法

工事建築
設計法律名

○

事務
所

○省エネルギー法

○水質汚濁防止法

○下水道法・河川法

○消防法

○振動規制法

○○顧客からの環境に関
する依頼事項

○○ふるさと石川環境条
例

○景観法

○高圧ガス保全法

○浄化槽法

○騒音規制法

工事建築
設計法律名

適用される法律等の例
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計画 その3 環境法規制の調査

禁止・制限規定のある法律 責務・努力規定のある法律

順守義務⇒法違反発生

～の責務を有する
～に努めなければならない

～してはなければならない
～してはならない

法違反は発生しない

刑罰 不利益処分
（認可取消
等）
秩序罰
（過料）

（指導だ
けで）
罰則がな
い規定も
ある

努力義務、責務

企業の社会的・倫理的責任

法の規定に基づく指導、改善命令等

～しなければならない、してはならない 項目を特定し登録する。
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計画 その4 環境側面の特定と著しい環境側面の決定

環境側面の特定及びそれに伴う環境影響の評価 14004 4.3.1項

ステップ 1 活動、製品及びサービスを理解しグループ分け又は

カテゴリー分けをする

― 組織自身が著しさの基準を設定し評価する ―

● 環境基準
（影響の規模、深刻度及び継続時間、又は環境側面の種類、
規模及び頻度など）

● 適用可能な法的要求事項

● 内部及び外部利害関係者の関心事

ステップ 2 その活動、製品及びサービスの環境側面を特定する

ステップ 3 環境影響を理解する

ステップ 4 影響の重大さを評価し、著しい環境側面を決定する
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方針、目的、目標及び実施計画の関係

計画 その5 目的、目標及び実施計画

目的1 目的2

その他

事務所 設計 販売 工事・・・

目的3 目的4 目的5

方針

目標1 目標2 目標3 目標4 目標5

中期目標

年度目標及び
実施計画書

ある会社の例

（環境配慮を含む）

設計・施工計画書

20

実施及び運用

教育、訓練、又は
経験に基づく力量

著しい環境影響の原因とな
る可能性を持つ作業を実施
するすべての人々

教育、訓練のニーズ

環境側面及びＥＭＳに伴う教育訓練

自覚

組織で働く又は組織のために働く人々

①

②

③
14001 4.4.2項

力量、教育訓練及び自覚

実施体制の構築、教育・訓練、コミュニケーション、文書化、
運用管理、緊急事態への準備及び対応
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文書化

環境マニュアル 手順書・手順 記 録

例

マネジメント関連プロセ
スの手順（下記）を環
境マニュアルと一体化
する
・実施体制
・環境方針
・環境側面
・方針の展開
・教育・訓練
・コミュニケーション
・文書管理
・監視・測定
・内部監査
・是正・予防
・マネジメントレビュー

運用管理の手順書

事務所
・省エネの管理
・ゴミの分別
・グリーン購買
工事
・施工計画書

（工事における環境
配慮を織り込む）

設計
・環境配慮設計
共通
・緊急事態対応 など

苦情記録
教育訓練記録
プロセス監視記録
設備点検及び校正記録
請負者及び供給者の記録
事故発生事象報告
緊急事態のテスト記録
監査結果
マネジメントレビューの記録
外部コミュニケーションの記録
法的要求事項の記録
著しい環境側面の記録
環境委員会の記録
環境パフォーマンス情報
法順守記録
など

22

運用管理
14004 4.4.6項

a) 特定した著しい環境側面を管理する。

b) 法的等要求事項への順守を確実にする。

c) 目的及び目標を達成し、汚染の予防及び継続的改善のコ
ミットメントを含めて、環境方針との整合性を確実にする。

d) 環境リスクを回避し、又はできるだけ小さくする。

運用管理に対するニーズの把握

運用管理の確立

a) 管理方法の選択

b) 許容されている運用基準の選定

c) 必要に応じて、特定した業務をどのようにして計画し、実行
し、管理するかを決めた手順の確立

d) 必要に応じて、例えば、指示書、標識、ビデオ、写真などの
形式による、手順の文書化

手順、作業指示書及びその他の管理方式に加えて、運用管理に
は、測定及び評価のための、運用基準を満たしているかど
うかを決定するための規定を含めることがある。
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点検

その1 取組状況
の確認・評価

実施例

・ 毎月担当者が
データを集計

・ 四半期ごとに環境
マネジメント委員
会を開催し、目標
の達成見込みと実
施状況を確認

・ 問題点を討議しコ
メント欄に記入

24

点検

EMSが以下であることを監査により確認する

– ISO14001の要求事項を満たしているか

– 組織の要求事項を満たしているか（方針、目標、実施計画）

– 適切に実施され維持されているか

あらかじめ定められた間隔で実施する

より重大、または問題のある領域には他の領域より監査を頻繁
に行う

監査プロセスの客観性及び公平性を確保すること。

14001 4.4.5項

システム監査 法規制順守監査

パフォーマンス監査
その2 内部監査 その3 順守評価
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点検 その4 不適合並びに是正及び予防処置

■「何故、目標が達成できなかったのか、その原因は何か、
どう改善すべきか」を考える。

■「目標は達成できたが、取組に問題はなかったか、さらに
改善すべきことはないか」を考える。

■目標が達成できないことが問題なのではなく、問題の原因
が把握されず、改善されないことの方が問題である。

■システムパフォーマンス
環境目的及び目標が設定されていない。
責任、権限が明確でない。
法規制等の要求事項が順守されていない。

■環境パフォーマンス
エネルギー低減目標が達成されない。
環境事故が発生した。
運用基準（許容限界など）を満たしていない

不適合とは（例）

是正及び予防処置

26

マネジメントレビュー

14004 4.6.2項

a) 環境パフォーマンス及びＥＭＳプロセスごとのパフォーマ
ンスを継続的に評価する。

b) ＥＭＳの欠陥を特定する。

c) なぜそれが存在するかを理解する。⇒根本原因を分析す
ること

マネジメントレビュー

継続的改善の実施

a) どのような処置をとればよいかを評価する。

b) 改善のための処置を計画する。

c) その計画に従ってＥＭＳの変更を実施する。

トップマネジメントがマネジメントレビューのプロセスに参画する。

改善の機会

14001 4.6項
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4. 私たちは社員は何をしなければならないか

（平成建設株式会社の例）

私たちは以下のように環境マネジメントに取り組んでいくことを宣言します。

１．環境マネジメントシステムを継続的に改善し、汚染の予防に努めます。
２．環境法規制及び顧客・地域と取り交わした取り決めを順守します。
３．当社の企業活動が、環境に与える影響の中で、次の項目を重点活動とし、

成果向上に努めます。
・事務所及び工事より排出される温室効果ガス排出量を削減します。
・建設副資材の廃棄物排出量の削減及び、分別・再資源化を推進します。
・環境に配慮した成果品設計及び、販売を推進します。
・建設工事に当たり環境に配慮した施工に努めます。

４．社内外とのコミュニケーション
・当社が置かれている状況、環境活動に関する情報を内外に向けて公開します。

2007年4月1日

平成建設株式会社 社長 ○○○○

環境方針

28

環境方針→目的→目標→実施計画の流れ

平成建設㈱環境方針

目標 2

工事部

帳票

中期目標

年度目標
及び

実施計画書

（環境配慮を含む）

設計・施工計
画書

目的 1
炭酸ガス排出量

の削減

目的 2
廃棄物の削減
とリサイクル化

目標 1 目標 3

目的 3
環境配慮

設計

目標 4

設計部

目的 4
工事における

環境配慮

本社事務所

設計A 設計B 工事C 工事D
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（1） 温室効果ガス排出量の削減

炭酸ガス排出量の内訳

30

工事における温室効果ガス排出量の削減

1. 省エネ型重機・機材の選定

2. 重機運転における省エネモードの操作教育と実施

3. 運搬車両の省エネ運転（エコドライブ）

4. フロンを使用している製品を廃棄するときは確実に回
収する。

21メタン

300～6000フロン

310一酸化ニ窒素

1炭酸ガス

地球温暖化係数ガスの種類

フロンの組成によ
り数値が異なる
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営業・運搬車両の燃料使用量を削減する

エコドライブ技術

その１ ふんわり
スタート

その2 定速運転

その3 停止時の

アクセルオフ

その4 アイドリング

ストップ

32

事務所での電気使用量を削減する

就業時間帯別のエネルギー使用量
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（2） 建設副資材廃棄物の排出量の減量

リデュース：資源消費を減らす（減量）

リユース ：再利用する

リサイクル：再生利用する

1. 無駄な端材をなくする。梱包材を軽減する。

(例) 購入パイプ量 ― 端材として捨てるパイプの量

材料歩留まり＝
向上 購入パイプ量

2. ５Ｓ活動の推進

34

5S活動の実施
環境方針

炭酸ガス排出量
の削減

工事における
環境配慮

ゴミの排出
量の削減

整理 整頓 清掃 清潔 躾
５Ｓ
活動

ムダ
ゼロ

在庫
ゼロ

切替
ゼロ

油漏れ
ゼロ

不良
ゼロ

置場が
明確

間違い
排除

探すムダ
排除

過剰在庫
排除

クリーンな
作業環境

事故
ゼロ

決めたこ
とを守る
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（3） 環境に配慮した成果品設計

（建築物

設計の例）

冷暖房の使用を減らす

（壁面緑化、ひさし、二重窓、ブラインド等）

省エネ運転できる施設設計

（外気冷房、インバータ、ヒートポンプ、蓄熱システム等）

省エネ照明

（省エネ照明、センサー、調光システム、太陽光発電等）

建設廃棄物の発生抑制、有効利用

間伐材や環境に配慮した副資材の活用

雨水や中水の利用

貴重動植物・文化財の保護・景観 等

背景 ① 平成16年3月「ふるさと石川の環境を守り育てる条例」

⇒「石川県開発事業等環境配慮指針」制定

②平成19年12月「環境配慮契約法」施行

⇒電力、自動車などの耐久財、庁舎・設備の設計・改修を行う場合は、
CO2排出量を算出し評価して、排出量の少ないところへ発注する。

36

（4） 工事における環境配慮

配慮事項

（建築物工事の例）

入場者教育

騒音等周辺環境への影響低減

工事中に汚水・濁水の流出に伴う影響の低減

土壌汚染、地盤沈下の防止

建設廃棄物の適正処理

廃棄物の発生抑制、有効利用

温室効果ガスの排出抑制

間伐材の有効利用

環境に配慮した副資材の活用

貴重動植物・文化財の保護

元請けとして、下請けを
含めた管理をする。


